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③
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
普
及
啓
発
活
動
等

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
情
報
誌
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
」
の
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
情
報

の
提
供

・
出
版
物
の
販
売

④
視
聴
覚
教
材
の
整
備
・
貸
出

・
視
聴
覚
教
材
の
提
供
事
業

２
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
事
業
支
援

に
つ
い
て

　

当
協
会
で
は
、
地
方
公
共
団
体
や
共
済
組

合
等
が
開
催
す
る
職
員
向
け
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
に
対
し
て
講
師
を
派
遣
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
募
集
条
件
や

費
用
負
担
等
は
次
の
通
り
。

①
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
共
催
事
業

・
地
方
公
共
団
体
や
共
済
組
合
等
と
当
協
会

が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催
。

・
原
則
１
０
０
名
以
上
（
全
国
市
町
村
職
員

共
済
組
合
連
合
会
を
構
成
す
る
共
済
組
合

が
開
催
す
る
場
合
は
原
則
50
名
以
上
）。

新
規
セ
ミ
ナ
ー
開
催
団
体
は
原
則
50
名

以
上
。

・
講
師
謝
金
、
講
師
旅
費
、
テ
キ
ス
ト
代
が

無
償
。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
講
師

謝
金
も
当
協
会
負
担
（
た
だ
し
、
採
択
団

体
数
・
回
数
に
制
限
あ
り
）。

・
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
新
規
セ
ミ
ナ
ー
開

催
団
体
に
限
り
、
会
場
借
料
も
当
協
会
が

負
担
。

②
講
師
派
遣
事
業
（
無
償
派
遣
）

・
地
方
公
共
団
体
や
共
済
組
合
等
が
開
催
す

　

令
和
２
年
１
月
24
日
（
金
）、
令
和
元
年

度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
専
門
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
都
千

代
田
区
平
河
町
の
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
方
公
共
団
体
や
共
済

組
合
等
の
福
利
厚
生
・
人
事
担
当
者
を
対
象

と
し
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
専
門
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
の

事
業
支
援
に
つ
い
て

講
演

一
般
財
団
法
人
地
域
社
会
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協
会

業
務
部
長　

稗
田　

稔

１
．
当
協
会
事
業
の
全
体
概
要
に
つ
い
て

　

当
協
会
で
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
は

次
の
通
り
。

①
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
の

開
催

・
地
方
公
共
団
体
等
主
催
セ
ミ
ナ
ー
及
び
事

業
の
支
援

・
地
方
公
共
団
体
等
担
当
者
に
対
す
る
研
修

の
実
施

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
演
会
の
開
催

②
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

・
世
代
及
び
制
度
に
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成

・
健
康
づ
く
り
及
び
年
金
知
識
の
習
得
に
役

立
つ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
を
無
償

派
遣
。

・
原
則
50
名
以
上
。

・
講
師
謝
金
、
講
師
旅
費
は
無
償
。
テ
キ
ス

ト
代
は
有
償
。

③
特
定
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
支
援

事
業

・
地
方
公
共
団
体
や
共
済
組
合
等
が
開
催
す

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
う
ち
、
少
人

数
等
を
理
由
に
上
記
①
②
の
応
募
条
件
を

満
た
さ
な
い
も
の
が
対
象
。
ま
た
、
民
間

企
業
従
業
員
、
一
般
市
民
、
国
家
公
務
員

等
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
。

・
講
師
謝
金
は
無
償
。
講
師
旅
費
、
テ
キ
ス

ト
代
は
有
償
。

④
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
事
業

・
地
方
公
共
団
体
と
当
協
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
退
職
者
等
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
公
務
員
や
民
間
企
業
を
退
職
し
た
シ

ニ
ア
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
用
を

促
す
も
の
。

・
原
則
１
０
０
名
以
上
。

・
講
師
謝
金
、
講
師
旅
費
は
当
協
会
負
担
。

３
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
用
の
各
種
教

材
に
つ
い
て

　

当
協
会
で
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
用

の
教
材
と
し
て
、
30
歳
代
・
40
歳
代
・
50
歳
代

の
各
世
代
に
合
わ
せ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ガ
イ
ド

令和元年度
ライフプラン専門セミナー
を開催しました！
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ブ
ッ
ク
、
年
金
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
構
成
す
る
「
生
き
が
い
」「
家
庭
経
済
」「
健

康
づ
く
り
」
に
関
す
る
旬
な
情
報
を
掲
載
し

た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
情
報
誌
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
」
も

年
４
回
発
行
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
分
か
り
や
す
く
理

解
す
る
た
め
の
各
世
代
向
け
視
聴
覚
教
材
の
貸

出
も
行
っ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

冒
頭
等
に
上
映
す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が
深

ま
る
た
め
、
併
せ
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る

講
演

Ｆ
Ｐ
ラ
ウ
ン
ジ 

代
表　
　

豊
田 

眞
弓

　

講
師
の
豊
田
先
生
は
、
新
聞
・
雑
誌
等
の

メ
デ
ィ
ア
に
多
数
の
記
事
や
コ
ラ
ム
を
寄
稿
さ

れ
た
り
、
団
体
の
代
表
者
や
理
事
を
務
め
る
な

ど
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
て
、
子
ど
も
や
大
人
の
金
銭
・
金
融

教
育
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
求
め

ら
れ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
（
家
庭
経
済
設
計
）
に

つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
重
要
な
時
代

●　

人
生
に
５
つ
の
分
岐
点

人
生
に
は
、「
働
き
方
」「
結
婚
す
る
・
し
な

い
」「
子
を
持
つ
・
持
た
な
い
（
教
育
方
針
）」

「
家
を
買
う
・
買
わ
な
い
」「
老
後
・
介
護
に

ど
う
備
え
る
か
」
の
５
つ
の
分
岐
点
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
分
岐
点
に
ど
う
対
処
す
る
か
に

よ
っ
て
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

●　

人
生
の
３
・
５
大
支
出

住
居
費
、
教
育
費
、
老
後
資
金
の
３
大
支

出
に
加
え
て
、
最
近
で
は
介
護
費
も
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
３
大
支
出
＋
介

護
費
で
３
・
５
大
支
出
で
あ
る
。

住
居
費
、教
育
費
、老
後
資
金
で
綱
引
き（
ど

れ
に
重
点
的
に
お
金
を
か
け
る
か
）
を
す
る

と
、
そ
の
ツ
ケ
は
老
後
に
現
れ
る
。「
す
べ
て

の
道
は
ロ
ー
ゴ
（
老
後
）
に
通
ず
」
で
あ
る
。

●　

今
や
人
生
１
０
０
年
時
代

人
生
１
０
０
年
時
代
に
は
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ジ
の
人
生
設
計
が
求
め
ら
れ
、
長
寿
化

時
代
に
合
わ
せ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
（
マ
ネ
ー

戦
略
）
が
必
要
で
あ
る
。

●　

長
寿
化
で
老
後
資
金
不
足
に
？

人
生
90
年
が
１
０
０
年
に
な
る
と
、
65
歳

定
年
後
の
期
間
は
25
年
か
ら
35
年
に
延
び

て
１
・
４
倍
と
な
る
。
つ
ま
り
老
後
資
金

が
１
・
４
倍
必
要
と
な
る
。

２
．
押
さ
え
て
お
こ
う
時
代
の
変
化

　
「
延
び
る
平
均
寿
命
」「
人
口
減
・
超
高
齢

化
」「
税
・
社
会
保
険
料
等
の
負
担
増
」
等
、

時
代
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

変
化
の
時
代
に
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
全
う

す
る
に
は
、
未
来
を
見
通
し
つ
つ
お
金
の
使
い

方
を
考
え
る
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
や
「
家
計

管
理
」
が
必
要
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
等
に
よ
り
年

金
財
政
が
悪
化
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
年
金
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
年
金

制
度
改
革
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

３
．
人
生
の
３
・
５
大
支
出

●　

教
育
資
金

幼
稚
園
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
教
育
資
金

は
、
オ
ー
ル
国
公
立
で
約
１
０
０
０
万
円
、

オ
ー
ル
私
立
で
約
２
５
０
０
万
円
。
そ
の

一
方
で
、
教
育
の
無
償
化
・
軽
減
化
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

●　

住
宅
購
入

首
都
圏
の
平
均
的
な
住
宅
購
入
価
格
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
約
４
９
４
１
万
円
、
建
売
で

約
３
８
３
３
万
円
。
な
お
、
こ
の
金
額
は

２
０
１
８
年
度
調
査
結
果
で
あ
り
、
最
近

発
表
さ
れ
た
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、
更
に
金

額
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

●　

老
後
資
金

高
齢
夫
婦
無
職
世
帯
の
平
均
的
な
収
入
は

月
額
22
万
２
８
３
４
円
。
一
方
、
支
出
は

月
額
26
万
４
７
０
７
円
で
あ
り
、
月
額
４

万
１
８
７
３
円
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
金
額
を
元
に
老
後
30
年
分
を
計
算
す

る
と
約
１
５
０
７
万
円
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
支
出
は
消
費
支
出
で
あ
り
住
宅
ロ
ー

ン
は
含
ま
な
い
こ
と
、
他
に
も
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
関
連
資
金
が
必
要
と
な
る
こ
と
等
か

ら
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
額
の
老
後
資
金

が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
老
後
資
金
の
準
備
は
30
代
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る

②
退
職
金
は
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
に
充
当
せ
ず

に
老
後
資
金
と
し
て
使
え
る
よ
う
、
現
役

時
代
に
頑
張
っ
て
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
を
進

め
て
お
く

③
な
る
べ
く
長
く
働
く
等
、
少
額
で
も
「
生

涯
現
役
」
の
収
入
が
あ
る
と
安
心

④
貯
蓄
額（
退
職
金
含
む
）
は
夫
婦
３
０
０
０

万
円
、
単
身
者
２
１
０
０
万
円
を
目
安
と
し

た
い
（
老
後
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で
異
な
る
）

⑤
貯
め
方
は
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
、
個
人
年
金
保
険
、
変
額
年
金
等

●　

介
護
費

平
均
的
な
介
護
費
用
は
、
一
時
的
な
費
用

が
約
69
・
２
万
円
、
毎
月
か
か
る
費
用
が

約
７
・
８
万
円
。
平
均
的
な
要
介
護
期
間

は
４
年
５
か
月
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
元
に

計
算
す
る
と
、
５
０
０
万
円
程
度
は
介
護

費
用
と
し
て
準
備
し
て
お
き
た
い
。

２
０
２
５
年
以
降
、
後
期
高
齢
者
が
急
増

し
、
再
び
在
宅
介
護
が
中
心
と
な
る
時
代

が
到
来
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
在
宅
介
護
メ
イ
ン
の
時
代
に
活
用
し
た
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い
の
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」。

ま
た
、
介
護
施
設
に
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
医
療
院
等
、
い
く
つ
か
の

種
類
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を

理
解
し
て
活
用
し
た
い
。

●　

医
療
費

生
涯
医
療
費
は
（
公
的
医
療
保
険
適
用
前

の
10
割
負
担
で
）
約
２
７
０
０
万
円
。
そ

の
半
分
が
70
歳
以
降
に
か
か
る
。

医
療
保
険
の
見
直
し
は
50
歳
前
後
で
行
っ

た
方
が
良
い
。

４
．
家
計
の
問
題
は
早
め
に
手
を
打
と
う
！

　

嶋
津
田
（
し
ま
っ
た
）
さ
ん
一
家
、
槍
久

利
（
や
り
く
り
）
さ
ん
一
家
の
２
家
族
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
将
来
の
貯
蓄
残
高
推
移
を
比
較
。

77
歳
で
貯
蓄
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
嶋
津
田
さ
ん

に
対
し
て
、
家
計
支
出
を
う
ま
く
削
減
し
た

槍
久
利
さ
ん
は
将
来
に
わ
た
っ
て
プ
ラ
ス
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。

５
．
人
生
１
０
０
年
時
代
の
永
続
家
計
の

ポ
イ
ン
ト

●　

家
計
の
防
波
堤
「
予
備
費
」
を
貯
め
る

親
の
介
護
等
の
予
期
せ
ぬ
出
費
が
い
つ
訪

れ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
生
活
費
の
３
～

６
か
月
分
程
度
は
予
備
費
と
し
て
手
元
に

残
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
60
歳
代
に
な
っ

た
ら
、
別
途
６
０
０
万
円
程
度
は
医
療
・

介
護
費
用
と
し
て
確
保
し
て
お
き
た
い
。

●　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
３
点
セ
ッ
ト

家
計
の
羅
針
盤
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」（
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
）、
資
産
状
況
が
分
か
る

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」（
資
産
・
負
債
一
覧

表
）、
未
来
へ
の
「
仕
送
り
プ
ラ
ン
」（
将

来
資
金
の
準
備
方
法
）
の
３
点
セ
ッ
ト
を

作
成
す
る
。

●　

生
活
コ
ス
ト
を
落
と
す

家
、
車
、
保
険
、
教
育
費
、
携
帯
電
話
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
で
生
活
コ
ス
ト
を

落
と
す
こ
と
を
考
え
る
。

●　

収
入
力
ア
ッ
プ

生
涯
現
役
に
よ
る
収
入
力
ア
ッ
プ
、
仕
事

を
辞
め
な
い
こ
と
に
よ
る
機
会
費
用
の
削

減
を
考
え
る
。

●　

お
金
や
資
産
に
も
働
い
て
も
ら
う

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
や
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
活

用
し
て
、
リ
ス
ク
を
抑
え
た
資
産
運
用
を

検
討
す
る
。

６
．
人
生
１
０
０
年
時
代
。
今
日
も
未
来
も

ハ
ッ
ピ
ー
に

●　

家
計
の
問
題
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に
手

を
打
と
う

●　

詐
欺
被
害
の
８
割
が
60
歳
以
上
。「
騙
さ

れ
な
い
力
」
も
必
要

●　

健
康「
貯
筋
」も
大
事
。歩
く
、歌
う
、笑
う

！人
生
１
０
０
年
時
代
を
元
気
に
生
き

抜
く
た
め
の
健
康
寿
命
の
延
ば
し
方

講
演

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
成
人
病
予
防
協
会

　

認
定
講
師　

和
田 

奈
美
佳

　

講
師
の
和
田
先
生
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

症
す
る
病
気
で
あ
り
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
の

種
類
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
今
す
ぐ
重
篤
な
症
状
に
至
る
リ

ス
ク
は
低
い
が
、
長
い
時
間
を
か
け
て
じ
わ
じ

わ
と
進
行
す
る
も
の
が
あ
り
、骨
粗
し
ょ
う
症
、

歯
周
病
等
が
該
当
す
る
。
次
に
、
放
置
し
て

お
く
と
数
年
後
に
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
る

も
の
が
あ
り
、
メ
タ
ボ
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿

病
等
が
該
当
す
る
。
最
後
に
、
死
に
直
結
す

る
恐
れ
が
あ
る
も
の
、が
ん
、虚
血
性
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
等
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
の
原
因
を
辿
っ
て
い
け
ば
、

「
血
液
と
血
管
の
ト
ラ
ブ
ル
」
に
行
き
つ
く
。

例
え
ば
、
血
液
が
運
ぶ
栄
養
素
中
に
カ
ル
シ

ウ
ム
が
少
な
く
な
る
と
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り

や
す
い
、
血
液
中
の
脂
分
が
多
く
な
る
と
メ

タ
ボ
・
動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
い
等
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
本
日
の
講
演
で
は
、
正
し
い
生

活
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
、「
血
液
力

の
ア
ッ
プ
」「
血
管
を
元
気
に
す
る
」
こ
と
を

目
指
し
て
欲
し
い
。

３
．
自
然
治
癒
力
に
つ
い
て

　
「
食
べ
物
（
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事
）」「
運

動（
定
期
的
な
運
動
）」「
睡
眠（
十
分
な
睡
眠
）」

を
正
し
く
と
れ
ば
、
人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
治
癒
力
が
ア
ッ
プ
し
、健
康
に
つ
な
が
る
。

　

一
方
、「
食
事
の
不
摂
生
」「
運
動
不
足
」「
睡

眠
不
足
」が
続
く
と
、自
然
治
癒
力
は
低
下
し
、

高
血
糖
・
高
血
圧
・
便
秘
・
肩
こ
り
等
の
症

状
が
出
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
例

え
ば
高
血
圧
の
薬
を
服
用
し
て
血
圧
が
下
が

と
し
て
ご
活
躍
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等

に
多
数
出
演
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関
す
る

情
報
等
を
発
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
日

本
成
人
病
予
防
協
会
の
認
定
講
師
と
し
て
、

全
国
各
地
で
、
子
ど
も
か
ら
社
会
人
、
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
代
層
を
対
象
と
し
た
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
、
１
０
０
年
と
い
う
長
い
人

生
を
元
気
に
生
き
抜
く
た
め
に
今
か
ら
取
り

組
む
べ
き
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

　

そ
の
年
に
生
ま
れ
た
人
が
平
均
し
て
何
歳

ま
で
生
き
ら
れ
る
か
を
「
平
均
寿
命
」
と
い
い
、

２
０
１
６
年
の
平
均
寿
命
は
男
性
80
・
98

歳
、
女
性
87
・
14
歳
。
一
方
、
誰
の
手
も
借

り
ず
に
生
活
で
き
る
平
均
年
齢
を
「
健
康
寿

命
」
と
い
い
、
２
０
１
６
年
の
健
康
寿
命
は

男
性
72
・
14
歳
、
女
性
74
・
79
歳
。
こ
の
２
つ

の
寿
命
の
乖
離
を
縮
め
る
努
力
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

２
．
生
活
習
慣
病
と
は

　
「
生
活
習
慣
病
」
と
は
、
暴
飲
暴
食
・
運

動
不
足
等
の
不
規
則
な
生
活
習
慣
に
よ
り
発
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タ
ミ
ン
Ｂ
、
Ｃ
）
が
あ
る
が
、
後
者
は
尿
と

し
て
体
外
に
排
出
さ
れ
る
た
め
欠
乏
し
や
す

い
。
豚
肉
や
果
物
等
を
食
べ
て
、ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、

Ｃ
を
摂
取
す
る
こ
と
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
は
体
内
で
作
れ
な
い
栄
養
素
の

た
め
、
き
の
こ
や
海
藻
等
を
十
分
に
食
べ
て

摂
取
す
る
こ
と
。
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
す
る
と
、

骨
や
歯
が
弱
く
な
っ
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症
等

に
な
り
や
す
い
。

７
．
脂
質

　

脂
質
に
は
脂
肪
酸
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中

性
脂
肪
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
不
要
な
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
細
胞
膜
や
胆
汁
酸

の
原
料
と
な
っ
た
り
、
体
温
を
保
ち
内
臓
を

保
護
す
る
役
割
が
あ
る
た
め
、
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

８
．
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
る
。
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
余
分
な
も
の
を
血
管

内
に
落
と
す
た
め
、
血
管
内
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
蓄
積
さ
れ
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
と
な
る
。

９
．
食
物
繊
維

　

食
物
繊
維
に
は
、
腸
の
活
動
を
促
す
不
溶

性
と
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
緩

や
か
に
す
る
水
溶
性
と
が
あ
る
。
前
者
は
穀

類
・
野
菜
・
豆
類
等
で
、
後
者
は
こ
ん
に
ゃ

く
・
こ
ん
ぶ
・
わ
か
め
等
で
摂
取
で
き
る
。

10
．
食
事
は
い
い
こ
と
が
沢
山
！

　

バ
ラ
ン
ス
が
い
い
食
事
を
と
る
た
め
に
、
例

っ
た
と
し
て
も
、生
活
習
慣
を
変
え
な
い
限
り
、

ま
た
別
の
症
状
が
出
て
く
る
。
正
し
い
生
活

習
慣
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

４
．
舌
診
で
今
の
状
態
を
知
ろ
う

　

舌
診
と
は
、
舌
の
状
態
を
見
て
、
自
分
自

身
の
体
質
・
体
調
等
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

　

受
講
者
が
自
分
の
舌
を
ス
マ
ホ
で
写
し
、
そ

の
形
状
・
色
合
い
等
を
見
て
、
自
ら
の
体
質
・

体
調
等
を
診
断
す
る
と
い
う
実
技
を
行
っ
た
。

　

舌
の
形
は
口
か
ら
は
み
出
ず
納
ま
っ
て
い

る
、
白
苔
（
舌
の
表
面
の
苔
）
は
う
っ
す
ら

と
白
っ
ぽ
い
状
態
で
あ
る
、
正
中
溝
（
舌
の

表
面
中
央
に
入
っ
て
い
る
溝
）
は
深
す
ぎ
な

い
の
が
良
い
状
態
の
舌
で
あ
る
。

５
．
５
大
栄
養
素
と
は

　

炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
５
大
栄
養
素
。
炭
水
化

物
は
余
る
と
中
性
脂
肪
に
変
わ
っ
て
体
内
に
蓄

積
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
炭
水
化
物
を
抜
く
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
す
る
方
が
多
い
が
、
こ
れ
は
お
す
す

め
し
な
い
。
炭
水
化
物
を
抜
く
と
、
脳
の
働
き

が
低
下
し
、
筋
肉
量
も
落
ち
て
基
礎
代
謝
が

下
が
る
た
め
、
か
え
っ
て
太
り
や
す
く
な
る
。

　

タ
ン
パ
ク
質
は
日
常
的
に
よ
く
食
べ
ら
れ
て

い
る
魚
・
肉
・
卵
・
豆
腐
等
に
よ
っ
て
摂
取

で
き
る
た
め
不
足
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

が
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
は
不
足
し
や
す
い

た
め
野
菜
や
果
物
等
を
食
べ
て
補
う
こ
と
。

６
．
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

　

ビ
タ
ミ
ン
に
は
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
（
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、Ｄ
、Ｅ
、Ｋ
）
と
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
（
ビ

え
ば
弁
当
を
選
ぶ
際
に
も
、
な
る
べ
く
５
色
以

上
の
色
鮮
や
か
な
弁
当
を
選
ん
だ
方
が
い
い
。

バ
ラ
ン
ス
が
い
い
食
事
を
と
る
こ
と
で
、
免
疫

力
ア
ッ
プ
、自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
、

必
須
ビ
タ
ミ
ン
を
合
成
す
る
等
の
い
い
こ
と
が

沢
山
あ
る
。

11
．
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
水
泳
等
の

有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
生
活
に
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、健
康
に
も
良
い
効
果
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
受
講
者
全
員
で
起
立
し
て
、
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
の
実
技
を
行
っ
た
。

現
役
世
代
の
た
め
の

積
立
投
資
の
す
す
め

講
演

大
和
証
券
株
式
会
社 

確
定
拠
出
年
金
ビ
ジ
ネ
ス
部
長　

小
出 

昌
平

　

講
師
の
小
出
先
生
は
、
平
成
５
年
に
大
和

証
券
に
入
社
さ
れ
た
後
、
投
資
信
託
の
開
発
や

富
裕
層
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
画
・
運
営
、
確
定
拠
出

年
金
等
の
業
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
や
事
業
会
社
の
職
場
に
お

け
る
金
融
・
投
資
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
教
育
の

支
援
活
動
も
行
っ
て
お
ら
れ
、
全
国
各
地
で

多
数
の
ご
講
演
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
、
現
役
世
代
の
資
産
形
成
に

適
し
た
積
立
投
資
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
、
つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
等
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
．
は
じ
め
に

・
現
役
期
は
「
長
寿
化
に
対
応
し
、
長
期
・

積
立
・
分
散
投
資
な
ど
、
少
額
か
ら
で
も

資
産
形
成
の
行
動
を
起
こ
す
時
期
」で
あ
る
。

・
想
定
外
の
損
失
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
あ

る
点
に
は
留
意
す
べ
き
だ
が
、
長
期
・
積

立
・
分
散
投
資
は
、
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
一
定
の
リ
タ
ー
ン
を
も
た
ら
し
や
す

い
点
で
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
好
ま
し
い
資

産
形
成
の
や
り
方
で
あ
る
と
い
え
る
。

・
現
役
世
代
に
必
要
な
の
は
、
時
間
を
か
け

て
こ
れ
か
ら
資
産
を
作
っ
て
い
く
「
資
産

形
成
」
の
た
め
の
投
資
で
あ
り
、
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
や
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
活
用
し
た

長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
が
適
し
て
い
る
。

２
．
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
し
く
み
と
特
徴

・
現
在
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
加
入
者
数
は
約
１

４
３
万
名
（
２
０
１
９
年
11
月
末
時
点
）

だ
が
、う
ち
公
務
員
が
約
30
・
９
万
名
（
加

入
率
６
・
９
％
）
を
占
め
る
。

・
公
務
員
の
掛
金
上
限
は
年
14
・
４
万
円

（
月
１
・
２
万
円
）
だ
が
、
公
務
員
の
平

均
積
立
金
額
（
月
額
）
は
１
万
９
０
７
円

で
あ
り
、
毎
月
１
万
円
以
上
を
積
み
立
て
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て
い
る
人
が
87
％
を
占
め
て
い
る
。つ
ま
り
、

公
務
員
の
加
入
者
の
大
半
が
、
掛
金
上
限

に
近
い
金
額
で
加
入
し
て
い
る
と
い
え
る
。

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
掛
金
を
所
得
控
除
で
き
る

点
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
例
え
ば
年
14
・

４
万
円
の
掛
金
で
加
入
し
て
い
る
課
税
所

得
３
０
０
万
円
の
公
務
員
の
場
合
、約
２
・

９
万
円
の
節
税
効
果
が
あ
る
。
そ
の
節
税

効
果
は
、
個
人
年
金
保
険
と
比
較
し
て
も
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
方
が
勝
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
所
得
控
除
を
受
け
る
に
は
、（
個
人

払
込
の
場
合
）
国
民
年
金
基
金
連
合
会
か

ら
届
く
「
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
払
込

証
明
書
」
を
年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に

添
付
す
る
必
要
が
あ
る
。（
事
業
主
払
込

の
場
合
は
年
末
調
整
や
確
定
申
告
は
不
要
）

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
運
用
商
品
に
は
、
元
本
確

保
型
商
品
（
預
金
、
保
険
）
と
非
元
本
確

保
型
商
品
（
投
資
信
託
）
が
あ
る
。
前
者

は
解
約
控
除
や
ペ
イ
オ
フ
の
対
象
と
な
る

も
の
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
後
者
は

少
額
で
も
分
散
投
資
が
可
能
な
商
品
だ
が
、

元
本
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
。

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
で
運
用
す
る
際
に
は
、
①
掛

金
の
運
用
配
分
（
ど
の
商
品
に
掛
金
の
何

％
を
配
分
す
る
か
）
を
決
め
る
②
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
（
現
在
の
運
用
商
品
を
売
却
し
別

の
商
品
を
購
入
す
る
）
の
２
つ
が
あ
る
。

な
お
、
運
用
商
品
の
売
却
等
に
よ
り
得
ら

れ
た
運
用
益
は
非
課
税
で
あ
る
。

・「
月
１
万
円
の
20
年
間
積
み
立
て
」
と
「
月

２
万
円
の
10
年
間
積
み
立
て
」（
い
ず
れ
も

年
平
均
利
回
り
３
％
と
い
う
前
提
）
の
積

立
完
了
時
の
資
産
残
高
を
比
較
す
る
と
、

前
者
は
３
２
７
万
円
、
後
者
は
２
７
９
万

円
で
あ
り
、
前
者
の
方
が
大
き
い
。
こ
れ

が「
時
間
を
味
方
に
つ
け
る
」と
い
う
こ
と
。

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
受
け
取
り
は
一
時
金
と
年

金
が
あ
る
が
、
60
歳
時
に
退
職
手
当
が
支

払
わ
れ
る
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
公
的
年

金
が
65
歳
か
ら
支
給
開
始
す
る
ま
で
の「
つ

な
ぎ
年
金
」
と
し
て
受
給
す
る
方
法
が
有

力
な
選
択
肢
。

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
は
手
数
料
が
あ
り
、
初
期

手
数
料
（
２
８
２
９
円
）
と
定
期
的
な
手

数
料
（
１
７
１
円
）
が
掛
金
か
ら
控
除
さ

れ
る
点
に
は
留
意
し
た
い
。

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資

が
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

３
．
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
し
く
み
と
特
徴

・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
運
用
益
は
非
課
税

で
あ
り
、
投
資
を
始
め
た
年
か
ら
最
長
20

年
間
の
非
課
税
投
資
が
可
能
。

・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
非
課
税
対
象
は
年

40
万
円
ま
で
だ
が
、
こ
れ
は
「
残
高
」
で

は
な
く
「
投
資
額
」
で
あ
る
こ
と
（
仮
に

30
万
円
投
資
し
た
商
品
が
値
上
が
り
し
て

残
高
50
万
円
に
な
っ
て
も
、
残
り
の
投
資

枠
10
万
円
は
変
わ
ら
な
い
）、
非
課
税
投

資
枠
の
再
利
用
や
翌
年
以
降
へ
の
繰
り
越

し
は
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
。

・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、「
１
か
月
に
１
回
」

今
後
の
経
済
情
勢
等
を
考
え
、
国
内
よ
り

も
海
外
資
産
を
多
め
に
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
分
散
に
よ
る
安
定
性
を
重
視
し
て
資
産

配
分
。
海
外
債
券
49
％
、国
内
株
式
30
％
、

海
外
株
式
11
％
、
国
内
債
券
10
％
。
運

用
利
回
り
は
年
平
均
４
・
２
％
。

④
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
の
例

　
（
２
０
１
１
年
７
月
加
入
）

分
散
投
資
が
で
き
て
、
自
動
的
に
リ
バ
ラ

ン
ス
も
行
わ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
型
投
資
信
託

で
運
用
。
バ
ラ
ン
ス
型
１
０
０
％
。
運
用

利
回
り
は
年
平
均
７
・
７
％
。

　

他
２
名
の
具
体
例
を
紹
介
し
、
最
後
に

「
私
の
積
立
投
資
」
と
題
し
て
、
講
師
自
身

の
具
体
例
も
紹
介
。

５
．
最
後
に

・
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
投
資
信
託
で
運
用

し
て
い
る
人
で
運
用
成
績
が
プ
ラ
ス
の
人

（
儲
か
っ
て
い
る
人
）
は
約
65
％
。
一
方
、

確
定
拠
出
年
金
で
投
資
信
託
の
運
用
を
し

て
い
る
人
は
94
％
が
プ
ラ
ス
。
こ
の
差
は
、

確
定
拠
出
年
金
が
「
長
期
・
積
立
・
分
散

投
資
」
で
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
や
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
所

得
の
一
部
を
「
貯
蓄
」
す
る
制
度
（
証
券

貯
蓄
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
通
じ

た
投
資
経
験
が
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に

求
め
ら
れ
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
な
る
。
少

額
で
も
良
い
か
ら
、
早
い
う
ち
か
ら
始
め
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

な
ど
定
期
的
に
一
定
金
額
を
買
い
付
け
る
必

要
が
あ
る
。（
一
括
買
付
は
で
き
な
い
）

・
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
併
用

不
可
。
各
年
ど
ち
ら
か
一
方
が
利
用
可
能
。

・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
対
象
商
品
は
、
販

売
手
数
料
無
し
・
信
託
報
酬
が
低
い
等
の

低
コ
ス
ト
商
品
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
長

期
間
の
積
立
投
資
に
適
し
た
も
の
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
も
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
と

同
様
、
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
が
誰
で

も
簡
単
に
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

４
．
分
散
投
資
の
実
際

・「
み
ん
な
の
レ
シ
ピ
」
と
題
し
て
、
加
入
者

が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
・
資
産
配

分
で
運
用
し
て
い
る
か
の
具
体
例
を
紹
介
。

①
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん
の
例

　
（
２
０
０
４
年
４
月
加
入
）

定
年
退
職
ま
で
時
間
が
あ
る
た
め
、
積
極

的
な
運
用
を
考
え
て
資
産
配
分
。
国
内
株

式
40
％
、
海
外
株
式
40
％
、
定
期
預
金

20
％
。
運
用
利
回
り
は
年
平
均
４
・
９
％

②
Ｎ
・
Ｆ
さ
ん
の
例

　
（
２
０
１
１
年
10
月
加
入
）

運
用
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
リ
ス
ク
が
小

さ
い
運
用
を
考
え
て
資
産
配
分
。
定
期
預

金
40
％
、海
外
債
券
25
％
、
国
内
債
券
15
％
、

海
外
株
式
15
％
、
国
内
株
式
５
％
。

運
用
利
回
り
は
年
平
均
２
・
１
％
。

③
Ｓ
・
Ｉ
さ
ん
の
例

　
（
２
０
０
８
年
４
月
加
入
）


